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本県の義務教育では 「すべての児童生，

徒一人一人に基礎・基本の定着を実現して

いく」ことを目標にしています。

本県においては 「基礎・基本」を，読，

み・書き・計算といった学習基盤の育成及

び各教科等における基礎的・基本的な知識

や技能の習得とともに，その知識や技能を

活用して人間として社会人として生涯学ぶ

ことができ，自らの人生を切り開いていく

ために必要な能力（思考力，判断力，表現

力等）ととらえています。

（ 平成22年度学校教育指導指針」より）「

「 」 ， ，活用問題 とは 学習指導要領を基に

知識・技能を活用して,思考力,判断力,表

現力等を育むことを目的とした問題です。

そのために 「活用問題」は，必要な情，

， ，報を取り出したり 根拠を持って考えたり

自分の考えを説明したりするなどの言語活

動に取り組めるよう構成しています。

生徒は，授業や家庭学習などで｢活用問

題｣に繰り返し取り組むことにより,知識・

技能を活用することに習熟していきます。

また，教師は，生徒の解答状況から，授

業実践を振り返ることにより，授業改善に

つなげることができます。

１ 基礎・基本の定着について

２ ｢活用問題｣とは

，「『 』 」本研究では 活用 に関する指導資料

（岩手県教育委員会，2008）において示さ

，「 」れている理科における学習活動を 活用

に関する学習活動としてとらえています。

「 」 ，「 」中学校理科の 活用問題 とは 活用

のとらえに基づいて，教科の目標のうち，

科学的に探究する能力の基礎と態度の育成

を図ることをねらいとした問題です。

， ，そこで 実社会・実生活の場面を設定し

そこに現れる自然の事物・現象の中に問題

を見いだし観察・実験を計画したり，観察

・実験の結果を分析して解釈したり，科学

的な概念を使用して考えたり説明したりす

ることを求める問題を作成しました。

理科における活用のとらえ

・科学的な言葉や概念を使用して考えた

り説明したりする学習活動

・結果を整理し考察する学習活動

・実社会・実生活と関連付ける学習活動

「活用問題」のねらい

科学的に探究する能力の

基礎と態度の育成を図る

３ 中学校理科における｢活用問題｣



４ ｢活用問題｣の作成

問 題
○実社会・実生活とかかわりのある場面を設定しました。
○既習事項と関連のある内容の観察・実験を取り上げました｡

(1) 問題の構成 (2) 活用問題の具体例

単に知識・技能を問うのではなく，生徒が思考するこ

とによって課題を解決する設問にしました。

自然の事物・現象にかかわる場面を設定し，その中か

ら問題を見いだし，課題を解決するための観察・実験を

計画する設問にしました。

観察・実験の結果を基に結論を導く設問や，結論に至

った理由を説明する設問にしました。

設問２
取り出した情報から，

自然の事物・現象の中に
問題を見いだし，観察・
実験を計画したり，結果
を分析して解釈したり，
科学的な概念を使用して
考えたりする設問で構成
しています。

設問１
生徒が分析して解釈し

た結果を，科学的な概念
を使用して説明し，表現
することを求めます。

問題文・図・表
身近な観察・実験や実

社会・実生活とかかわり
のある場面を設定し，文
章，図，表，グラフなど

。によって情報を与えます
生徒はここから情報を読
み取り，必要な情報を選
択して取り出します。

単元名
単元名を示して学習指

導要領の内容との関連を
明らかにし，各単元の学
習と関連させて取り組む
ことができます。

例２ 既習事項と関連のある観察・実験を計画する問題

例３ 観察・実験によって得られた結果を考察する問題

例１ 問題を解く過程に思考する場を設けた問題



正答例と解説
正答例生徒が自己採点できる

ように，正答例を作成し
ました。記述式問題の場
合は，複数の正答例を示
しました。

解説
解説には，正答を導く

ための考え方や，既習事
項とのかかわり，重要な
キーワードについての説
明を示しました。

「活用問題」は，生徒が習得した知識・

技能を活用して，科学的に探究する能力の

基礎と態度の育成を図ることをねらいとし

たものです。授業や家庭学習など，生徒の

実態に応じて以下のような場面での利用が

可能です。

(1) 単元の最後に

単元毎に問題を構成しているので，単元

の終了時に習得した知識・技能を活用し，

読み取りや説明等を行う練習問題として役

立てることができます。

(2) 授業の終末部で

問題と関連のある授業の終末部で，類似

の題材を扱った問題を実施することによ

り 「活用」の学習活動への習熟を図るこ，

とができます。

(3) 家庭学習や週末課題，長期休業中の

課題として

５ ｢活用問題｣の利用に当たって５ ｢活用問題｣の利用に当たって５ ｢活用問題｣の利用に当たって 正答例と解説は生徒向けに作成してあり

ますので，自分で正答への道筋をたどるこ

とができます。生徒は様々な課題として自

宅でも取り組むことができます。

また，教師の事後指導によって「活用」の

学習活動の習熟の度合いをさらに高めるこ

とができます。

(4) 学期末や前学年等の復習として

単元や授業の終末部だけではなく，学期

末や学年末にまとめとして利用することも

できます。また，前学年等の復習として繰

り返し「活用問題」に取り組むことによっ

て 「活用」の学習活動の習熟を図ること，

ができます。

(5) 指導の振り返りの参考として

教師は，生徒が「活用問題」をどのよう

に解答しているかの状況を見て，指導を振

り返りながら，今後の授業改善への参考と

することができます。

研究内容の詳細については，当センターWebページ（岩手県立総合教育センターWebページhttp://

www1.iwate-ed.jp/）に資料を掲載しておりますのでご覧ください。

作成した「活用問題」については，岩手教育情報交流ネットに掲載する予定です。また，活用問

， ， 。題CD-ROMを作成し 各市町村教育委員会経由で各小・中学校に配布いたしますので ご活用下さい


